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西門川中学校だより 第１５号 

平成３０年１２月１４日発行 

文責 校長 後藤 直樹  

２学期最終号となりました。ありがとうございました。  

〇 １１月２８日（水） 食育の授業がありました。門川小の宮元先生

をお招きして食に関する授業をしていただきました。日頃、見落とし

がちな食生活を見直すよい機会となりました。育ち盛りの生徒にはと

ても重要なことでした。 

〇 １１月２９日(木) 講師派遣事業 全校生徒で旭化成のセオラス

株式会社に行ってきました。やや難しい内容もありましたが、スライ

ドを使った解説や実験等で分かりやすく説明していただきました。こ

の製品は多くの食品や薬剤に使用されていることを知ることができ

ました。 

〇 １２月５日(水) ７日に行われた長距離走大会の試走をしました。

雨の影響でこの日になりました。 

〇 １２月７日(金) 第５回の参観日と小中合同の長距離走大会が行

われました。たくさんの応援の中、みんな長い距離を走り抜くことが

できました。雨の影響でグラウンドが使用できず、コース変更を余儀

なくされましたが、寒い中、よく走り切りました。 

〇 １２月１２日（水） 「人権の花運動」感謝状贈呈式がありました。 

〇 １２月１４日（金） 「しめ縄作り」を行いました。地域の方々の

応援を得て、全校生徒で作りました。我々は、つい最近まで、自然素

材を利用して、わらじやかごなどの生活用品を作っていたのです。そ

の様子については、次号でお知らせします。 

 

【１２月後半のスケジュール】 

１２月１８日（火) 特認校制度一斉面談 

   ２１日（金）終業の日 

   ２３日（日）天皇誕生日 

   ２４日（月）振替休日 

   ２５日（火）推薦入試受検者指導 

実験をしているところです。みんな夢中な

のがよくわかります。 

 

 

 

《編集後記》 ２学期が終わろうとしています。２学期は一番長く、多くの行事がありました。様々な場面で生徒達の成

長を見ることができました。今年のテーマ「チャレンジ」を多くの生徒、先生方が意識してくれたこと、そして、実践し

てくれたことがありがたいです。そのチャレンジは「うまくいった、失敗した」に関わらず、きっと自分のステップアッ

プにつながるはずです。学校だよりも１５号まで出すことができました。内容はどうであれ、続けることができたことを

ちょっとほめてあげたいと思います。平成の時代も今年度限りです。みなさん、よいお年をお迎えください。 

 

 

 

小学校、中学校それぞれに感謝状をいただき

ました。これからたくさん花を咲かせます。 
中学女子が１．５ｋｍ、男子は２ｋｍのコースでし

た。とても寒い一日でしたが、がんばりました。 

長年にわたる地道なＰＴ

Ａの活動が認められ、本校

は、九州ブロック、全国で表

彰を受けました。誇らしいこ

とです。１１月２１日に東京

で表彰式がありました。 

 来年の干支は猪です。 

私は年男となります。

「猪突猛進」？で、がん

ばっていきます。 

中学生に必要な栄養や貧血予防のための鉄分の

大切さについて、お話をしていただきました。 


